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qkdar batb bada ftda aagdar and bab badas aaarb
雨後の農地は変化し、貧しさにつれて支配は外の農地であるが領土とし、
出入り毎にいくらか生まれた。

sb aadaaid badata sair sar badaqbs saadaum fatb sk
国は他を手助けして、軒並み長老のボスは支配に従い集めた。
幾らかの家は遠い国で、集まりは後だった。

aadaum bab qtdaum aadaum aab badaum aab sand aatb sazi
所有家の領土は狭い家で、所有家が全だった。
家毎の全ての国土に人が増え集まることが可能だった。

nadaqtb aadar aaar aab saab qttb aadak fadasb
未自立国の所有農地や所有地は全て幾らか古くない国となった。
やや強いフアダ国であった。

sdar aattk fadabab paarb sand sair
集めた農地は幾らかの契約で、遠い小さな領土で離れた土地になった。国土には日光があった。

aab faadaumk aadar aadaum aaand bab qaaaumsb
やや新しい家の後、幾らかの農地の所有家は静かになった。領土はクアアアウム国になった。
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qaatb aatb qaatdaum paab kaatb umb aaaumk aaazi
小国に人が増え、小さく無い家は、交易人を海岸の国として色々な人とした。
色々な希望は後に色々可能だった。

bfaab aab faadaum sb faatb said aadaum saum
新しい人はいくらか新しい家で、国は良く、長老は所有家の指導者だった。

saatb qttdas badafaatb aadaum dafb aab fdaumz
色々な国は少ない出入りで、長期の国の周りで幾らかの家が争い、全て良い家になった。

ndafaatb batk kb aabfaatb sb
長期ではない国は様々な方法で維持し、幾らかの新しい国は国になった。

(tbは家のまとまりで、sbはボスのいる家のまとまり)

aadaum saind aattk aadak fab sad
やや家が集まった地域では幾らかの契約はやや強く、遠い人は固まった。

said aatdaqttb aatb fatb dafaum
長老は管理国を追加し、人を増やし、遠い国には豊かな希望だった。

dafaadasttb
長期間出入の支払いがあった。


